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1. 序論 

 コミュニケーションロボットの需要が高まる中,人と対

話システムの自然なコミュニケーションの実現が求めら

れている.人と対話システムの自然な対話の実現において,

感情情報は必要不可欠である.本研究では,深層学習を利用

してテキストから感情を判断している[7][8][9].データセ

ットは,SNS上から顔文字付きの文章データを収集し,その

顔文字を正解ラベルとしている.このデータセットを学習

することにより感情推定モデルを作成している.本研究で

利用している顔文字をもとに集められたデータセットに

おいて,文章データの正解ラベルである感情表現が,人の判

断と一致しているのかが不明確という問題がある.そこで,

感情を含む文章を実際に人が分類し,文章データの正解ラ

ベルと人が判断した感情が一致しているかの検証を行っ

た. 

 

2. 関連研究 

Ptaszynski[1]らによる感情的要素/感情表現分析システ

ム ML-Ask は,約2,100語の辞書によるパターンマッチン

グにより求められた「喜,怒,哀,怖,恥,好,厭,昂,安,驚」の10

クラスの感情モデルを採用している.Ptaszynski らの感情

的要素/感情表現分析システムは,感情表現辞書を使って感

情を判断しており,感情推定精度は57.6%となっている.感

情表現辞書は,感情表現辞典[2]を元に,3人の専門家にアン

ケートを取り,平均をとって定義された感情語や感情をあ

らわす単語が収録されている. 

山本[3]らは,オリジナルの辞書を使い感情を判断してお

り,感情判断精度は55.0%となっている.オリジナルの辞書

は,学生20人のアンケートを元に,文章毎の感情が定義さ

れている. 

山下[4]らは Plutchik の感情の輪[5]における基本感情

を感情モデルとして用いている.この感情モデルは8つの

基本感情があり,各感情がペアとなって互いに反対の感情

を持つという特性がある. 

本研究では,この Plutchik の感情の輪を元に8つの感情

分類（喜び,信頼,恐れ,驚き,悲しみ,嫌悪,怒り,期待）を,提

案システムの感情モデルとして採用する. 

 

3. 感情判断における感情辞書構築 
本研究は文章から感情を判断する研究を行っている.文

章から感情を判断するためには,Ptaszynskiらの感情表現

辞書や山本らのオリジナル辞書などのように,感情を含ん

だ単語や文章がどの感情に当たるのかを定義したものが

必要となる.我々は,SNSから顔文字付きの文章を集め,顔

文字に対応する感情表現を正解ラベルとし,顔文字を除い

た文章データとともに記録したデータセットを感情辞書

としている. 

感情判断では,この感情辞書を元に深層学習を用いて,作

成された感情推定モデルに基づき感情表現が求められる.

感情辞書の品質は,感情推定モデルの精度に直接現れるた

め,感情辞書の構築は本研究にとって非常に重要である. 

 我々は,Twitter APIを利用しTwitterの文章を取得し,表

1に示される顔文字付きの文章を取得している. 

感情辞書は,取得したTwitterの文章の顔文字から求め

られる感情表現と,顔文字を除去したTwitterの文章のペ

アから構築される. 

 

表 1 感情表現の決定に利用した顔文字 

 
 

感情辞書構築では,顔文字をもとに決定された感情表現

が人の判断により決定された感情表現と一致しているの

かが不明確という問題がある. 

 本論文では,取得されたTwitterの文章の顔文字を元に

集められた感情表現と,実際に顔文字を除去したTwitter

文章から人手により決定された感情表現が一致するかを

検証する. 

 

4. 感情辞書の有効性検証 
 感情判断において,Twitter文章の顔文字をもとに決定

された感情表現（正解ラベル）が人の判断により決定さ

れた感情表現と一致しているかが不明確という問題があ

る.そのため本論文では,感情辞書に収録されている文章デ

ータから実際に人手により分類・決定された感情表現と

感情辞書の文章データの感情表現（正解ラベル）とが一

致しているかを検証する. 

 

4.1 検証手法 
検証に使う文章データは,感情辞書から各感情表現につ

き2件ずつランダムに文章を選ぶ. 

選ばれた文章を人手により感情表現し決定してもらう

ため,正解ラベルを伏せた状態で,アンケート調査を行った. 

表2の文章データ16件をアンケートに記載し,それぞれ

の文章がどの感情表現に当たるのかを決定してもらい,集

計した.集計したアンケートの回答である感情表現と各文

章データに対応する感情表現（正解ラベル）を比較し,一

致数を求める.一致数はアンケートの回答が,文章データに

対応する正解ラベルと一致した数である.検証に使う文章

データ（各感情表現につき2件ずつ選ばれた文章データ）
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とその文章に対応する感情表現（正解ラベル）を表2に示

す. 

 
表 2 感情辞書からランダムに選んだ検証用データ 

 
 

4.2 検証結果 

 アンケートの集計による検証結果を表3に示す.表3の回

答数は,感情辞書から各感情表現が決定された２件の文章

に対しての回答数である.表3の一致数はアンケートの回

答（人手により決定された感情表現）が,表2の文章デー

タに対応する感情表現（正解ラベル）と一致した数であ

る.表3の一致率は回答数と一致数の比率を示す. 

アンケートの文章数は16文章であり,アンケート回答者

は25人,合計の回答件数は370件となっている. 

今回の検証では,一致数が回答数の半分以上である場合

（人が半分以上判断可能な場合）は,文章から人手により

決定された感情表現と顔文字から決定された感情表現

（正解ラベル）が一致していると考えることにする. 

 

表 3 検証結果 

  
 

表3の検証結果より,感情辞書の喜び,恐れ,悲しみ,期待

それぞれの感情表現を示す文章データは,半分以上の人が

文章データを正しい感情表現と判断可能であるというこ

とがわかった.つまり,顔文字より決定される喜び,恐れ,悲

しみ,期待の感情表現は,人手により決定される感情表現と

一致しており,顔文字からの感情表現決定手法は有効であ

ることが示された.したがって,Twitter文章からの顔文字

を用いた感情辞書の構築は可能である. 

一方,顔文字から決定される信頼,驚き,嫌悪,怒りの感情

表現（正解ラベル）は,人手により決定された感情表現,と

一致しないことがわかった. 

その理由はTwitter文章から決定される感情表現は,感

情表現によってばらつきが出ているためである.そのた

め,Twitterの文章データから感情表現を決定する際に使

う顔文字の選択が重要になる.つまり,感情辞書構築の際,

信頼,驚き,嫌悪,怒り,それぞれの感情表現を決定する際の

顔文字を見直すことで,より確度が高い感情辞書の構築が

可能と考える. 

 

5. 結論  
本研究は,人との自然なコミュニケーションを行う対話

システムに必要となる感情判断器の開発を目指している. 

本論文で扱う,顔文字を元にした感情辞書において,文章

データの正解ラベルである感情表現が,人手の判断による

感情表現と一致しているのかの検証が不十分であった.そ

こで,本論文では,感情辞書の感情表現（正解ラベル）と実

際に人手により決定された感情表現が一致しているか検

証した. 

 その結果,感情辞書の文章データから決定された喜び,恐

れ,悲しみ,期待の感情表現は,人手により決定された感情

表現と一致しているため,Twitterからの顔文字を用いた

感情辞書の構築は有効であることがわかった.しかし,感情

辞書の信頼,驚き,嫌悪,怒りの感情表現は,人手により決定

された感情表現と一致しないため,顔文字を見直す必要が

ある. 

今後は,顔文字を変更することで,顔文字から決定された

感情表現が人手により決定された感情表現と一致するよ

うな感情辞書の構築を検討する予定である. 
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